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PPBSの本質をめぐって (99) 99 
のである。
PPBSが圃防予算の編成にかかわって開発されたという事情は，すでに ORとの区別



































「科学とア トの悶」 しかも， 実用性が優位にたっ故に生じる「対象と目標の逆
転現象J， その底流にある時聞の要素と， 意志決定者の存在そりものを抹殺しかねない
ような妓壊力の誕生 ここに SAおよびその比、用とし亡の PPBSり本質的な側面白 1
つをみるのであるυ
旧 費用概念の変草と行財政制度改草





間企業の PPBSについては， 1920年代のデι ・沢γ (10、ージ)， G ・M (42ヘー ゾ〉 に
よる係用が簡単に示唆されているだけである。 D・ノグィクは， その編書り序論でドナ
ルドソ/'プラウン氏が，1924年のG・M の予算編成手続き」としヴ文書を提供してく










の管理の手段と LてIDPPBSに注目したばあいには，どりょう ;1:用具が管理め手段と L
て脚光をあびるのであろうかワ ノヴィクはいう。，と潜在的ミという言葉は，プログヲ
4) D ノグイク，前掲訳書， 20ペ ジ。
5) D. Nov児lι “TheOrigin. and History of Program Budgeting "， California Manage-
ment Revie'UJ， Fall 19国， Vol. XI， No. 1. p. 7 






























第 2， 1経済成長り過程で社会のすべてり活動が活発化し， また多様化しつつあるが，
それ左ともに， 政府が提供する社会資本や在会的サーピスへの欲求が著しく増大してい
6) D ・ノヴィク，前掲訳書，四ベ一人

































PPBSの本質をめ('って (103) 103 
この皮肉な結論を現実的なもりたらしめない保障は PPBSにおし、ては明示しえない。
それは，対象の徹底した合法則性の探求り余裕を奪いとられ， 対象について白客観的で
科学的な情報主意志決定者のめざす目標と0循環往復の運動に上品認識の深化の過程か
ら遠去かり， 意志決定者の目標設定に従属する各種の潜在的要素を「相手の出方」の予
測にもとづいて構築せざるをえなかった当然りむくいというべきものであろう。 ここに，
自己の存在そのものをも否定しかねない「相手」の身近かに迫りくる状況に対応する方
法論としてC/)PPBSの決定的限界と，それ款にこそ可能となったある目標に奉仕するた
め0費用・便主主分析の技術叩洗練， 選択可能性の領域の拡大，感度の高い分析手法の発
展がみられる。 これらのシステムの中にこそ近代的な， i伝統破壊力」の秘密があ担，
行財政制度改革にあたえる決定的影響の根拠をもみることができるのである。
自己の存在そのものが否定されうるような状況に対する恐怖感，危機感と， そこから
生じる洗練された計算技術に上って自己の伝統的組織をつねに解体=再編成し適応性を
高めようとする志向j ここに PPBSの本質があるのではなかろうか?
